
体験教育支援センター便り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年 9 月号（通巻第 6 号） 
 

 

 

徳島文理大学理工学部 

体験教育支援センター 
 

 

 



ご挨拶 

 いつも体験教育支援センターの活動にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。

はやいもので今年度も前期が終わり、あっという間に後期に突入いたしました。本号では、

今年度の前期の間に実施された主要な活動を報告させていただくと共に、体験教育支援セ

ンターの重要な活動である学生主体の体験教育活動の実施計画について紹介させていただ

きます。 

最近、地元企業の社長や人事担当者の方々と話をする機会があるのですが、多くの企業

が求めている人材は、「大学時代に何かに必死に取り組んだ経験をもつ学生」であるように

感じます。成功か失敗かは問いません。とにかく学生時代に前向きに行動を起こした人を

企業は欲しがっているようです。ひとりでも多くの学生が、本センターを利用して、４年

間という短い学生生活のうちにこのような体験をしてもらいたいと思っています。 

今後とも体験教育支援センターの活動にご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

体験教育支援センター長 

 

 

［主要行事一覧］ 

７月１０日：水中ロボット進水式 

７月１５日：セシール社長講演会 

９月１４日：Android 講習会 

９月２４日：インターンシップ報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水中ロボット進水式 

 

この水中ロボットは、マサチューセッツ工科大学が考案したもので、この度、学生と教員の手で組み

立てられました。まずは試運転ということで、7 月 10 日（土）にさぬき市市民プールを借りて進水式

を行いました。製作に関係した学生、興味のある学生、近隣の子供たち、天野先生、中島先生、落合先

生など大勢が見守る中、理工学部で組み立てられた水中ロボットは無事に潜水することができました。 

 

 

 

市民プールの最大深さは約 1.4m でしたが、パワー不足を感じることもなくすぐに底まで到達しまし

た。水中ロボットとコントローラを結ぶケーブルが若干推進の抵抗になるようですがコツをつかめば思

い通りに制御することもできました。 

 

今後は、モーターのパワーを上げたり、水中カメラを取り付けたり、ダムでの潜水に挑戦する予定で

す。また、活動に協力してくれる学生を募集しています。興味のある人はぜひ実習工場の天野先生のと

ころまで行ってください。 

 





今年度の活動テーマが決定しました！ 

 

【重点テーマ】 

課題 No. 課題名 参加者数 

P10-01 競技用ロボットの製作 17 

P10-02 簡易心電計の製作 3 

P10-03 オリジナルうどんの製作 6 

P10-04 杏ジャムプロジェクト 11 

P10-05 Xbox360 で動くゲーム開発 15 

   

 

【一般テーマ】 

課題 No. 課題名 参加者数 

S10-01 サーバ構築 3 

S10-02 トランジスタコントローラを作る 1 

   

 

【活動場所一覧】 

課題名 活動場所 

競技用ロボットの製作 18 号館 1 階チャレンジラボ、実習工場 

簡易心電計の製作 17 号館 5 階 3527 室 

究極のうどん作り 10 号館 8 階 3807 室 

志度の花・杏ジャムプロジェクト 18 号館 6 階リフレッシュルーム 

Xbox360 で動くゲーム開発 17 号館 3 階 3327 室 

サーバ構築 10 号館 3 階 301 室 

トランジスタコントローラを作る 18 号館 1 階チャレンジラボ、実習工場 

  

 

 

 

次ページより、各テーマの「研究概要・目的」と「活動計画」を紹介します。 

 

 

 



【P10-01：競技用ロボットの製作】             技術支援教員：河田、小田切 

活動概要・目的 

NHK 大学ロボコン出場を目指し、理工学部の学生が仲間とともにアイデアを出し合い、「よ

り強く、より美しく、より速い」競技ロボットを製作する．本活動を通して、ものづくりに対

する感性を育み、２１世紀に生きるスペシャリストとしての資質を高めることを目的とする。 

また、オープンキャンパスや各種見学会などでも、デモを実施する予定であり、理工学部の

PR に微力ながら貢献できると考えている。 

 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

8 月まで 

・ 2009 年度以前のロボコンのルールを研究する。 

・ ロボコン 2010 で製作したロボットに関する勉強会（機構、センサの種類や使用方法、

マイコンや電子部品の種類や使用方法、制御プログラムなど）を実施する。 

・ メンバのスキルアップのため、簡単なロボットを製作する。 

9 月以降 

・ ロボコン 2011 の競技フィールドや小物を製作する。 

・ ロボコン 2011 の競技ルールを検討し、ロボットの原型、仕様のアイデアを出す。 

・ ロボットの製作に入る。 

・ 電源装置、モータ等の配線をする。 

・ 制御回路の設計・製作、制御プログラムの作成を行う。 

・ 試運転をしてロボットの操作に慣れるとともに、ロボットの改良を進めていく。 

・ ロボコン応募書類の提出締切（例年であれば 12 月中旬）までに、ある程度 目処がつけ

ば、書類を作成して応募する。 

・ 書類審査に合格すれば、ビデオ審査（翌年 3 月～4 月頃）に備えて、ロボットを製作、

改良していく。 

 

 

 



【P10-02：簡易心電計の製作】                   技術支援教員：樫野 

活動概要・目的 

心臓の活動電位について理解を深めた上で、その活動電位を計測する技術や心電計を製作し新た

に小型の心電計を製作する。昨年度から基板作りを始めたので、今年度は本格的に心電計を製作す

ることを目標にしている。生体信号シミュレータにより計測可能な状況に出来ればと考えている。 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

昨年度、失敗した心電計内部回路の基板作成を再度行う。その後、生体信号シミュレータにより

発生した心電信号を計測する。作成した心電計のスペックをした上で、漏れ電流の測定など安全性

を確認し、実際に生体信号が計測できるように調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【P10-03：オリジナルうどんの製作】                技術支援教員：谷川 

活動概要・目的 

近年、讃岐うどんが映画や雑誌に取り上げられており、連休になると県内外からうどんを食

べに多くの人が訪れています。また値段が安く手軽なため、香川県では日頃から多くの人々に

親しまれています。 

私たちは、そんな讃岐うどんに興味を持ち、自分たちでうどんを製作してみようと思い、う

どんクラブを立ち上げました。昨年度は、オリジナル性のある麺の製作に挑戦しました。そこ

で今年度は、昨年度に引き続きオリジナル麺を製作し、更に普通のうどんダシではなく、通常

と異なるうどんダシを製作に挑戦しようと思いました。 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

活動日：水曜日、土曜日 

活動場所：木曜日 工学部棟８Ｆ ゼミ室、土曜日 講義棟１Ｆ 実験室 

活動時間：水曜日 １6 時４５分～、土曜日 9 時～ 

●今年度の年間予定 

4 月：昨年度の反省と今年度の活動方針の決定。 

5 月：新入生の勧誘とうどん作り体験の実施。 

6 月：オリジナル麺・ダシの製作開始。 

7 月：アンケートの実施。 

8 月：オリジナル麺・ダシの製作。 

杏樹祭に出品する麺とダシの選定。 

9 月：杏樹祭に出品する麺とダシの決定・最終調整。 

10 月：杏樹祭（15～17 日） 

11 月：杏樹祭の反省。 

12 月～2 月：水の硬度とうどんのコシについての実験  

3 月：今年度の活動のまとめ。 

 

主に土曜日にうどんを作成し、水曜日にそのうどんについてと次にどのようなうどんを作成する

かなどの会議を行う。夏休みでは火曜日と土曜日の９時からを活動の日とし、この期間では講義棟

１Ｆ 実験室でうどんの作成を中心に行う。 

 



【P10-04：杏ジャムプロジェクト】                 技術支援教員：水野 

活動概要・目的 

さぬき市の地域復興、特産品の開発を目指す。（商工会と連携） 

地元の特産品等を材料とした食品等を作成し オープンキャンパスや各種イベントで試食会

を行う。最終的には商品化を目指す。 

主な活動予定は以下の通り 

 

１）志度の花である杏を使ったジャム作り 

 ２）グミの作成 

 ３ 烏骨鶏の卵を使ったマヨネーズ、化粧品の制作 

 

オープンキャンパス、源内祭り等での試食会開催 

 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

 

１） 杏ジャムに関しては今年はすでに作成済み 

 また、ジャムに関しては 昨年は牛乳ジャムに挑戦したが 

本年も 複数のものに挑戦したい 

 

２） ジャムの発展系として 本年度はグミの作成に挑戦する 

   昨年度までに作ったジャムのうち品質的に劣化していないもの 

   に関しては グミの材料として 再生を試みる 

  

３）昨年度 烏骨鶏の卵をつかったプリンやマシュマロを作成したが 

 今年度は 烏骨鶏の卵とオリーブオイルを使った 

 マヨネーズ等の試作をを試みる 

 

 

 



【P10-05：Xbox で動くゲーム開発】                 技術支援教員：小林 

活動概要・目的 

私たちのグループは、Microsoft が販売している家庭用ゲーム機 Xbox360 上で動くゲームを開発

することを目的に 2008 年から活動をしています。ゲーム開発を通して最新のプログラミング技術

を調べたり、学習したりすることで、よりレベルの高いソフトウェア技術者になることを目指して

います。 

２年前は、プログラミングの基本をマスターすることを目標に活動を進めてきました。昨年は、

開発メンバーが増え、実際に Xbox360 で動くシンプルなゲームをいくつか開発することができまし

た。今年は、これまでの活動を踏襲し、リアルタイム処理ができるゲーム（例えば、格闘ゲーム）

を開発したいと思っています。 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

基本的には、メンバー各自が目標を設定します。そして、１週間単位でその目標に向って各自の

ペースで調査・学習します。これは、メンバーのプログラミングレベルに差があるし、開発したい

ゲームの種類が違うからです。毎週木曜日の４時間目に 3327 教室でミーティングを行います。基

本的にメンバー全員と指導先生が参加します。そして、各自（各グループ）の進捗状況を報告しま

す。このときに困っている問題、客観的な意見、アイデアなどについて議論します。 

今年の大きな目標のひとつは、格闘ゲームを開発することです。仕様書を書き、設計をし、そし

てプログラミングを行うことを今年度中にやりとげたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【S10-01：サーバ構築】                      技術支援教員：森本 

活動概要・目的 

普段、インターネットやメールで利用するだけだったサーバを、自分たちの手で構築して動かし

てみたい、という目的から私たちは活動を始めました。Linuxディストリビューション「Vine Linux」

をサーバの OS に採用し、馴染みの無い Linux について勉強することも目的としました。 

引退された先輩のご活躍により、現在は「Web サーバ」として動作し、ホームページの公開を行

っています。しかし、セキュリティの問題により、学内からのアクセスしか許されていないため、

「サーバを使って情報を学外に発信する」ということは諦めました。学内からはアクセスできる点

を利用して、「学生を支援するためのサーバを作る」ということを今後の主な目的としています。 

目的としたサーバを作るために、まず学内で使える学生一人ひとりに割り当てられたファイル領

域は最大 1GB であることに着目しました。1GＢあれば十分であるかと思われますが、人によって

はそれ以上のファイル領域を必要としている場合もあるはずです。そこで、学生のための新たなフ

ァイル領域を作るために、FTP サーバを構築して、それを運用していくことを目的としました。 

最近は USB メモリなども大容量化、低価格化が進んでいるため、個々人で多くのデータを持ち

歩けるようになりました。そのため、このようなサーバは必要とされないのが実状かもしれません。

それでも私たちは、学生の皆さんが喜んで利用してくれるようなサーバを構築しようと思います。

たとえ、利用者が尐ないものになったとしても、サーバ構築に関する知識や技術が身に付くことに

変わりはありません。また、利用者の増加に向けて、サーバをより良いものにするための努力をす

ることによって、そこから何か大事なことが学べるのではないかと思います。 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

2007 年度までの活動で、Web サーバを構築済みです。この Web サーバは、今後も私たちの活動

を学内へ発信するために使用します。ホームページの現在の主なコンテンツは、活動記録の公開や

FTP サーバ用の利用登録フォーム・問い合わせフォームなどがあります。 

そして 2009 年度までの活動で、FTP サーバを構築し、テスト運用が可能な段階となりました。 

今年度の内にテスト運用を開始して、できるだけ問題を発見し、解決していく予定です。本格的

な運用は来年度以降になる見込みですが、出来れば今年度中に開始できるように努力をしていきま

す。現状としては、昨年度の活動で先ほど説明した利用登録・問い合わせフォームなどを設置し、

手動でのユーザ登録、その後の動作テストなどを行いました。しかし、現実的な運用を考えるとユ

ーザ登録の自動化が必要となってきます。まず、ユーザ登録の自動化を可能にした上で、テスト運

用に臨みたいと思っています。 

ユーザ登録の自動化と並行して、必要な機能も逐次、追加していく予定です。ファイルのバック

アップ機能などの、サーバに欠かすことの出来ない機能を取り入れていきます。 

この活動における一番の問題として、知名度が低いことが挙げられます。今後テスト運用を行っ

た時に、テストをしてくれる利用者が必要です。学内行事や学内の掲示などで、私たちの活動を知

ってもらえるように努力をします。 

 

 

 

 



【S10-02：トランジスタコントローラを作る】            技術支援教員：河田 

活動概要・目的 

本活動では，これまでに模型電車のトランジスタコントローラの設計・製作を行ってきた．今年

度は，模型電車の自動化（マイコンによるレーンの自動切替，模型電車の加減速制御，および任意

の停止位置での停止）にチャレンジする． 

本活動を通じて，電子部品の種類や特徴・使い方について理解すること，電子回路の設計方法を

学ぶこと，製作手順について理解を深めることを目的とする． 

活動計画（活動をどのように進めるのか具体的に記入） 

 

7 月～9 月：自動化システム（電子回路部）の設計および部品の選定 

10 月：部品調達，電子回路の製作 

11 月～3 月：自動制御プログラムの製作，システムの改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


